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エ/レフ ′Lレンは吸入時あるい は 回 復 時 に '1､i,TTOT

た.

29) モ ル モ ット摘出気 管 の エ ン ド セ リ ン-1

収縮 反 応における PC O ･_, の 影 響

津久井 淳･福 田 悟

下地 恒鞭 (二新潟大学麻酔科)

近年同定 されたエンド七 り ン - 1 は気道収縮物質とし

ての作用を有するこLi:が報告され 気管,気管支軽挙時

に気遣の 卜:/<スに影響することが考えにつれる.呼吸管

風 上炭酸ガス分E:7-Iによる気遣LT)反応性の変化は重要であ

ら.そこで低炭酸ガス分圧時及び高炭酸ガス分圧時の1

ンド-tT_りソー 1棄こ道反応憎三について,7'11_+JしこIりン,

ヒスタミンと比較検討 した.

[結果および結論](p エソf∴とりン- 1は,71'セチJL

コリン,ヒスタミンよi)も強力な気管収縮作用を示した.

(か アセチルコりン, ヒスタミンの収桁反応は,低炭酸

ガス分圧.高炭酸 ガス分圧iこより影響さかなかった.(郭

=r_ンドセ リン11の収縮反応は高炭酸ガス分はによi)最

大濃度において増強され 低炭酸ガス分托により抑制さ

れた.

30)培 養 血管平滑筋細胞 内 カル シウムの動 き

富士原秀善 ･短m 悟
下地 恒鞭 (新潟大学麻酔科)

血管平滑筋細胞の機能,ことに収縮 ･弛緩には細胞内

の Ca2十の動 きが関与 している.この Ca2十の動 きを

捉える方法の lつとして節教練画像処理がある.演者ら

は, う･ソトの血管平滑筋細胞の培養を行い,KClによ

る脱分庫の細胞内 Ca2十に対する影響を,蛍光カルシ

ウム指示薬 fura-2を用いた廟徽鏡痢像処理によって観

察 した.

KC150mM .負荷前後での細胞内の Ca2+の変化iこ対

して. 2種類の励起波長による蛍光強度の比 (F3L4()ド

380-R)を指標としノた.KCl負荷後の細胞内 Ca2十が

負荷前に比べて上界 しているのが認めとT,)わた.細胞内で

の rura-2.Ca2十の解離定数を知ることができない(7)で

Ca2+の絶対鼠の計算は不可能であるが,蛍光比を用し､

て細胞内 Cこ1汁 cT)相対値を表す ことがで きると考えと､)

わた.

31)イソフルレンの摘出 ブ タ脳 血管反応性

mllJ 剛 ･福rfl 悟

る作用を検討 した.また 脳 血管に対するLnl管作動薬は准

狗,部位により異なること が知 r-'tlているたれ 吸入麻

酔薬の部位別作用も合わせ て,検討 した.

方法 :7''･タ前大脳動脈, 中大脳動脈, ウイり一八動脈輪

を摘出 し- ブレブIL液中で吸入麻酔薬を作用させ.張力

を測定 した.

結 果 :(､/7JLレン,′＼ロ七ソはブタ脳lfrL管菌接拡張
作用.Ⅰ〕GF2fT収縮拡張作用を有 した. イソー/′LLン(7)

中大脳動脈拡張作用の程度は前大脳動脈, 巾 (■)ス動脈

輪に比べ有意に′｣､さかった. †'ノフルレンの部位別作用

の違いは.カILシrlJムチャンネルと関連がないことが示

唆された.
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